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水
と
衛
生
月
間 

令
和
４
年
３
月
５
日
（
土
） 

地
区
補
助
金
事
業 

「
今
こ
そ
大
須
の
歴
史
文
化
を 

発
信
し
よ
う
」

 

於 

大
須
観
音
寶
生
院 

     

会
員
54
名 

出
席
計
算
数 54

名
中
54
名
出
席 

出
席
率
１
０
０
％ 

前
々
回
出
席
率
１
０
０
％ 

  

例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

地
区
補
助
金
事
業 

「
今
こ
そ
大
須
の
歴
史
文
化
を 

発
信
し
よ
う
」

 

お
帰
り
な
さ
い
！
国
宝
「
古
事
記
」 

於 

大
須
観
音
講
堂                    

         

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

古
事
記
展
、
素
晴
ら
し
い
映
像
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

岡
部 

快
圓 

岡
部 

快
雅 

本
日
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 川

合 

美
幸 

お
か
え
り
な
さ
い
! ! 

 

浅
野 

 

彰 

岩
崎
さ
ん
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

尾
上 

 

昇 
大
須
観
音 

岡
部
住
職
、
貴
重
な
機
会
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
社
会
奉

仕
委
員
会
の
皆
様
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

近
藤 

明
美
・
大
原 

敏
正 

岡
部
快
圓
さ
ん
は
じ
め
大
須
観
音
の
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

木
村 

吉
伸 

古
事
記
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

新
井 
雅
博 

社
会
奉
仕
委
員
会
の
皆
様
ご
苦
労
様
。

今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

横
井 

 

衞 

鬼
頭 

茂
成
・
松
岡 

 

毅 

髙
木 

政
義
・
丹
下 

富
博 

堀
江 

英
弥
・
吉
田 

憲
一 

杉
本 

忠
夫
・
酒
井 

 

修 

誕
生
月
で
す
。 

 
 

 

近
藤
宏
一
郎 

昨
日
良
い
ス
コ
ア
が
出
ま
し
た
。 

柗
井 

 

健 

平
和
な
世
界
で
あ
る
よ
う
に
。 

池
田 

修
人 

  

直
前
会
長
挨
拶 

 
 

大
原 

敏
正 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は 

今
週
木
曜
日

の
例
会
に
続
き
、
本
日
ま
た
登
壇
し 

ご
挨
拶
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
、
会

長
代
理
代
行
の
大
原
で
す
。 

本
日
は
社
会
奉
仕
委
員
会
さ
ん
が
取

り
組
ま
れ
て
来
ら
れ
ま
し
た
、
地
区
補

助
金
事
業
「
今
こ
そ
大
須
の
歴
史
文
化

を
発
信
し
よ
う
」「
お
帰
り
な
さ
い
！
国

宝
古
事
記
」
の
本
番
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
始
め
に
こ
の
よ
う
な
、
我
々
に
と

り
ま
し
て
と
て
も
貴
重
な
機
会
を
作
っ

て
頂
き
ま
し
た
大
須
観
音
住
職 

岡
部

快
圓
様
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

既
に
、
今
朝
９
時
か
ら
社
会
奉
仕
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々
が
集
ま
り
、

10
時
半
か
ら
第
一
部
の
特
別
公
開
展

示
と
解
説
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

        

「
古
事
記
」
を

ネ
ッ
ト
で
調
べ

ま
す
と
、
ま
ず

皆
さ
ん
ご
存
知

の
「
ウ
ィ
キ
ペ

デ
ィ
ア
」
で
紹

介
さ
れ
る
の
が
、

大
須
文
庫
所
蔵

の
こ
の
真
福
寺

本
が
紹
介
さ
れ

る
ほ
ど
有
名
な

の
で
す
。
こ
れ

が
公
開
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で

報
道
各
社
が
取

材
に
来
ら
れ
て

い
ま
す
。 

先
程
は
特
別

観
覧
と
鳥
居
大

須
文
庫
長
様
よ

り
解
説
を
頂
き

大
変
に
興
奮
と

感
動
し
て
お
り

ま
す
。
皆
さ
ん 

は
如
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？ 

 

こ
の
後
13
時
30
分
か
ら
第
二
部
で
、

名
古
屋
大
学
近
本
教
授
に
よ
る
記
念
講

演
と
、
旭
堂
鱗
林
さ
ん
に
よ
る
新
作
講

談
「
大
須
観
音
物
語 

国
宝
古
事
記
の

巻
」
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
大
変

に
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

「
古
事
記
」
は
私
達
日
本
人
な
ら
誰
で 

も
名
称
は
知
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内

容
は
、
と
な
る
と
甚
だ
心
も
と
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
日
本
の
最
古 
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の
歴
史
書
「
古

事
記
」
に
本
日

接
し
感
動
す
る

こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
れ
を

機
会
に
、
そ
の

内
容
に
も
理
解

を
深
め
て
、
日

本
人
と
し
て
生

ま
れ
て
来
た
こ

と
に
感
謝
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

地
区
補
助
金
事
業 

「
今
こ
そ
大
須
の
歴
史
文
化
を 

発
信
し
よ
う
」

 

お
帰
り
な
さ
い
！
国
宝
「
古
事
記
」 

社
会
奉
仕
委
員
長 

岡
村 

隆
德 

 

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
大
須
商

店
街
か
ら
も
外
国
人
観
光
客
が
消
え
、

コ
ロ
ナ
後
の
再
活
性
を
見
据
え
た
大
須

地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
目
指
し
、

こ
の
地
域
が
誇
る
大
須
観
音
が
所
有
す 

る
、
現
存
最
古

の
「
古
事
記
」

写
本
（
国
宝
）

の
存
在
を
広
く

知
ら
し
め
る
た

め
に
本
事
業
を

企
画
し
ま
し
た
。

３
月
３
日
（
木
）

に
名
古
屋
市
博

物
館
か
ら
国
宝 

古
事
記
を
大
須

観
音
に
移
送
し
、

翌
日
４
日
（
金
）

に
81

年
ぶ
り

の
里
帰
り
展
示

と
し
て
、地
域
の

大
須
小
学
校
全

校
生
徒
を
対
象

に
公
開
し
、
さ

ら
に
５
日
（
土
）

は
一
般
公
開
と

講
演
会
を
実
施

し
ま
し
た
。 

効
果
的
な
広

報
の
た
め
に
古

事
記
写
本
の
発

祥
と
地
域
と
の

関
り
を
映
像
制

作
し
、
さ
ら
に

地
域
に
親
し
ん

で
も
ら
え
る
講

演
や
古
事
記
写

本
の
逸
話
に
基

づ
い
た
創
作
講

談
も
実
施
し
ま

し
た
。 

ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
期

間
中
の
開
催
の 

た
め
人
数
制
限
、
感
染
対
策
を
徹
底
の

中
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
日

は
民
放
４
局
の
放
映
と
地
方
紙
20
紙

以
上
の
掲
載
な
ど
広
範
囲
な
報
道
に
よ

り
、
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
の
事
業
の
実
現
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

  

大
須
観
音
里
帰
り
法
要 

           

一
般
公
開 ・

解
説 

大
須
文
庫
長 

鳥
居 

和
之 

  
挨
拶 

大
須
観
音
貫
主 

岡
部 

快
圓 

  

記
念
講
演 

「
古
事
記
と
大
須
観
音
の
ひ
み
つ
」 

名
古
屋
大
学
教
授 

近
本 

謙
介 

       

        

新
作
講
談 

「
大
須
観
音
物
語
国
宝
古
事
記
の
巻
」 

講
談
師 

旭
堂 

鱗
林 

 

 

  

広
島
被
ば
く
樹
木
（
緑
の
遺
産
）
報
告 

社
会
奉
仕
委
員
長 

岡
村 

隆
德 

田
中
作
次 

氏
が
日
本
人 

と
し
て
３
人 

目
の
Ｒ
Ｉ
会 

長
を
務
め
た 

12-

13
年
度
、
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
は
、

ベ
ル
リ
ン
、
ホ
ノ
ル
ル
、
広
島
の
３
都

市
で
「
ロ
ー
タ
リ
ー
世
界
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
れ
を
記
念
し
て
、
平
和
へ
の
想
い

を
未
来
へ
伝
え
残
す
こ
と
を
目
的
に
、

広
島
被
ば
く
樹
木
植
樹
の
募
集
が
あ
り
、

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
も
こ
れ
に
賛
同
し
ま

し
た
。
植
樹
す
る
場
所
と
し
て
、
大
須

観
音
・
岡
部
快
圓
さ
ん
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
２
０
１
３
年
11
月
22
日
、

本
堂
西
側
の
境
内
に
、
被
ば
く
樹
木
イ

チ
ョ
ウ
の
苗
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
７
年
が
経
ち
着
々
と
成
長

し
て
い
ま
す
の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

３
月
17
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

新
入
会
員
卓
話 

「
父
と
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」 

新
井 

雅
博
さ
ん  

「
少
子
高
齢
化
に 

貢
献
で
き
る
こ
と
を
仕
事
と
し
て
」 

 
 

 
 

深
谷 

昭
広
さ
ん  

「
私
の
原
点
」   

柗
井 

 

健
さ
ん  

３
月
24
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

定
款
規
定
に
よ
り
休
会 

３
月
31
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同
日 

職
場
例
会 

藤
田
螺
子
工
業
㈱
岡
崎
工
場
見
学 

集 

合 
 

Ⓐ
名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

９
時
30
分 

 

Ⓑ
現
地
集
合 

10
時
30
分 

説
明
・
見
学 

 
 

 

於 

藤
田
螺
子
工
業
㈱
岡
崎
工
場
見
学  

10
時
45
分
～
12
時
00
分 

例
会
・
食
事 

 
 

 

於 

岡
崎
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル    

12
時
30
分
～
13
時
30
分  

終
了
・
解
散
（
名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル
） 

14
時
30
分 

４
月
７
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

 
 

 
 

 
 

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

川
島 

勇
基
・
内
藤 

 

明

近
藤
宏
一
郎 

 
 

 
 

 
 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 


